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1　は　じ　め　に

肉用牛の繁殖経営は．子年生産が唯一の直接的生産行為

であり．経営の安定を図るために1年1産の連年の子牛生

産を確実にする繁殖管理技術の確立が望まれる。このため

著者らい－5）は一肉用牛の連産性の定常化に知見を得るた

め，種々の飼養管理条件での分娩後の生殖機能回復推移に

っいて調べ，産次によって飼養管理条件の影響が異なり，

掛乙初産から3産までの若齢牛及び9産以上の高齢牛に生

殖櫻能回復遅延の幌向がみられることを指摘した○

本試験では，これら産次における生殖機能回復遅延防止

に知見を得る七め，分娩後子牛の早期離乳を行った場合の

生殖機能回復推移について調べたので，その概要を報告す

る。

2　材料及び方法

供試牛は，初産から10産までの黒毛和種の春季分娩牛で

表2に示すとおり初産7頭，2～3匪8執る～10産5頭

を用いた。

離乳日数は．表1に示すとおり分娩後日数で0（直後）・

2～3日，8日で各々分離した。

通年の飼養管理体系は，前針）のとおりで夏季放牧・冬

期舎飼で，粗飼料主体で飼養し，舎飼期は個別給与とし．

飼料に乾牧草・コーンサイレージを用い．日本飼葉標準に

したがって給与を行った。

発情の観察は，連日．日中のパドック運動時に，午前午

後の各1時間内で．外部観察・雄牛による試情を行い，雌

椎の性的干渉行動を観察した。

卵巣活動・子宮収復の調査は，分娩後3日目より2日間

鴨の直陽検査によって行い，卵胞の発育するものについて

は，排卵確認まで連日の検査とした。

3　賦　験　結　果

分娩後0（直後），2～3日，8日で離乳し．生殖槻能

の回復について調べた結果は．表1に示した。これらは産

脛こみの成績である。

0 日 2 ′〉 3 日 8 日

供 試 頭 数 （頭 ） 8 6 7

子　 宮　 収　 復 32 ．0 土　 7 ．3 26 ．8 士　 3 ．0 3 1．0 土　 8 ．8

初　 回　 排　 卵 22 ．0 士　 9 ．8 16 ．5 土　 5 ．8 2 1 ．5 ±　 6 ．8

2　 回 次 排 卵 3 2．6 土　 7 ．4 3 3 ．3 土　 8 ．6 3 5 ．3 土 12 ．6

3　 回 次 排 卵 54 ．9 士　 8 ．1 55 ．4 土　 5 ．9 58 ．1 士　 6 ．2

初 回 発 情

性 周 期

初 回 性 周 期

24 ．6 士 10 ．3

1 1．2 士 3 ．1

24 ．8 土 7 ．0

16 ．8 土 5 ．2

お ．8 士 8 ．4

13 ．8 士 10 ．2

2 回 次 性 周 期 22 ．3 士 1 ．5 22 ．0 士　 2 ．8 2 2．9 士　 8 ．1

注．初産から10産までの産次こみの成後

妻2　早期離乳牛における産次別の生殖機能回復旧l

初　 産 2 ～ 3 産 6 ～ 10 産

供 試 頭 数 （頭 ） 7 8 5

子　 宮　 収　 復 姐 ．4 土　 8．4 26 ．7 土　 4．0 34 ．0 士 1 ．9

初　 回　 排　 卵 18 ．8 士　 5．5 16 ．7 土　 7．8 30 ．8 士 1．7

2　 回 次 排 卵 封 ．＄土 12 ．3 卸 ．0 土　 6．3 4 3 ．3 士　 5．3

3　 回 次 排 卵 弘 ．4 士　 8．4 5 2 ．8 土　 6．5 6 5 ．8 士　 8．5

初 回 発 情

性 周 期

初 回 性 周 期

20 ．6 土 7 ．5

16 ．0 土 8 ．4

22 ．6 士 9 ．9

13 ．3 士 5 ．5

32 ．4 士 3．3

12 ．5 士 4 ．2

2 回 次 性 周 期 2 1．4 士 1 ．9 22 ．5 土　 2．3 22 ．0 土　 0．8

義3　哺乳子付牛における産次別の生殖機能回復旧）

初　 産 2 ′〉 3 産 4 ′、′7 産 8 ～ 1 1 産

供 試 頭 数 （頭 ） 17 19 34 12

子 宮 収 復 お ．8 土　 4 ．6 2 7 ．6 士　 4 ．3 ．凛 ．7 士　 4 ．0
封 ．8 土 5 ．8

初 回 排 卵 亜 ．2 士 17 ．2 肌 5 士 10 ．5 33 ．7 士 10 ．5 4 1．9 士14 ．6

2 回 次 排 卵 56 ．4 士 19 ．1 51 ，7 士　 8 ．7 45 ．5 士 14 ．4
49 ．6 土 15 ．3

3 匝＝欠 排 卵 79 ．5 ± 18 ．0 7 1．8 土　 7 ．5 67 ．2 士 11 ．2 7 1．8 土 13 ．8

初 回 発 情

性 周 期

初 回 性 周 期

53 ．1 士 16 ．9

10 ．8 土 4 ．9

畑 ．8 土 9 ．3

11．3 土 4 ．5

側 ．1 士 12 ．

10 ．5 土 4 ．2

2 ．8 土 13 ．5

8 ．1 士 0 ．6

2 回 次 性 周 期 22 ．5 士　 2 ，5 19 ．3 土　 5 ．0 21 ．6 土 1，9 22 ．1 土 1 ．4

注．対照として，これまでの基礎データから集計
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子宮収復，初回排卵は，2～3日離乳で早い傾向にあっ

た。初回発情は，いずれの区分でも24～25日で差はなかっ

た。2回次排卵は32～35日，3回次排卵は55～儲日で．哺

乳子付牛（表3）と比べて早かった。分娩後初回の排卵か

ら2匝l次排卵まで（以下，初回性周期とする）の日数は，

16以下の日数で短縮する場合が多いが，2～3日離乳で短

縮する割合が少ない傾向にあった。2回次排卵から3回次

排卵まで（以下，2回次性周期とする）の日数は，ほぼ正

常値の範囲にあった。

産次区分ごとの成軌ま，表2に示した。供式年の産次区

分で初産，2～3産，6～10産における成績である。

分娩後初回排卵までの日数は，2～3産16．7士7．8日，

初産18．8土5．5日，6～10産鳳8土1．7日であった。初回

発情までの日数は，初産20．6士7．5臥　2～3産22．6士9．9

日，6～10産では32．4士3．3日であった。2回次排卵及び

3回次排卵までの日数も同様に2～3産が早い傾向にあっ

た。

初回性周軌ま，いずれも短縮の傾向にあったが，初産で

短縮割合が少なかった。2回次性周期は，正常値の範囲に

あった。

4　考　　　　察

分娩後の生殖機能回復に及ぼす哺乳の影響については．

乳房切除2）及び分娩直後あるいは早期に母子分離の条件l）

下で検討されており，初回排卵が分娩後は日前後に集中す

る傾向にあることが報じられている。本試験で，0日．1

～2日，7日哺乳後の早期離乳牛において，初産及び2～

3産牛では，哺乳子付牛における（表3参照）成績と比べ

て，初回排卵・初回発情が早期化している。6～10産牛に

ついては，表3の産次区分とは必ずしも対照できず，例数

も不十分であったが，概観しても明らかな差は認められな

い。ただし初回排卵30．8士1．7日，初回発情32．4士3，3日と

芳一化する傾向にあった。

本試験の供試牛のように，早期繁殖供用（生後14か月交

配・受胎・24か月分娩）で連産する雌牛は．4産日ごろま

で成長過程にあるl・3）ことから，特に初産，2～3産次に

おいては∴栄養状態l・3）及びその他の管理条件の影響を受

けやすく，一群の中の発情再帰遅延牛は，これらの若齢牛

及び9産次以上の高齢牛である場合が多い。本試験の結果

にみられる，早期離乳牛の分娩後の初回排卵・初回発情ま

での日数は．若齢牛の早期化，高齢牛での斉一化の傾向は

単に離乳したことによる吸乳刺激の除去の効果とは考えら

れない。分娩牛の体重推移をみると，交配期に当たる分娩

後7～8週目に至っても，体重の回復ができない場合が多

いい）が，分娩後の早期離乳牛では1），体重回復が早いこ

とから，生殖機能回復過程における離乳による栄養改善の

効果も考えられるが，このことについては，更に今後の研

究に待ちたい。

このように0～8日の早期離乳牛では，生殖機能の回復

が早く・分娩後の早期に発情が確認できることから，早期

に授精が可能となる。しかし著者ら5）の別報で示したよう

に，分娩後30日前後の早期受胎は，次回分娩後の発情再帰

に遅延がみられることから，連産性を定常化すろためには，

朝日以降の発情回次で授精することが必要であろう。これ

らを考え合わせると早期離乳（0～8日）は，母乳の遵産

性という視点からは，現実的には無意味であり，母子分離

したあとの子牛の哺育技術が確立され，集団人工哺育が可

能となれば有用な技術と考えられる。

肉用牛繁殖雌牛の哺育能力は，重要な資質であり，今後

更に哺乳子牛付の状態での遵産性向上のための繁殖牛の飼

養管理技術の検討が望まれる。
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